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　以下は、上向（武蔵野大学）、川田（拓殖
大学非常勤）両氏との共同研究の成果とし
て日本臨床心理身体運動学会第17回大会
2014/12/13,14に発表された抄録を簡潔にまと
めたものである。
はじめに
　日本におけるプロサッカー選手の移籍に関す
る研究では、高橋（2004）が海外移籍に関す
る心理的要因、技術・適応能力的要因、社会・
制度的要因について分析を行っている。一方、
近年ではRichardsonら（2012）が、その国のサッ
カースタイルへの適応のみならず、文化的適応
の重要さを主張している。
　そこで本研究では、欧州主要リー グでプレー
する現役プロサッカー選手を対象として、彼ら
が経験する課題や対処方法、望まれるサポ トー
などの情報を収集し、将来的に海外でプレーす
る選手への知見の提供や具体的なサポ トー供
与に向けた基礎資料を得ることを目的とした。
方法
１．調査対象者
　本研究では、世界トップレベルの西ヨーロッ
パ主要リー グ２部以上を対象リー グとした。最
終的に対象者としてインタビュー調査を行った
現役選手は4名であった。
２．調査内容及び調査手続き
　Richardsonら（2012）が用いたインタビュー
内容をベースとし、数項目加えた半構造化面接
の質問項目を作成した。インタビュー調査は、
現地まで筆者が出向き、静かな環境が保障され
る場所を設定し、60分～90分の半構造化面
接を行った。また、内容はICレコー ダーに録音
した。調査期間は、2013年7月から2014年
2月であった。
事例Aの提示
事例A: 20代、男性、プロサッカー選手
〈競技の開始からプロ契約まで〉
　4歳からボールを蹴り始めたAは、Jクラブ
のユースチームに属し、この当時から「プロっ
ていうのが現実的に見えてきた」と述べている。
影響を受けた指導者については、「うちのお父さ
んですかね」というように、かなりの比重で父
との関係の深さが窺える。チームからプロ契約
のオファーがあり、その時の心情を「とりあえ
ず良かったと思いましたね。嬉しいというよりも、
色んな人の期待がかかっていたとわかってたん
で、親戚だったり、知り合いだったり・・」と、
プロサッカー選手になれることに対する安堵感
の方が強い印象であった。
〈国内でのプロ選手の時期〉
　ユースチームから昇格した１年目は公式戦出
場は無く、このチームには１年のみしか在籍し
ない。当時を振り返り、「プロ１年目ってまった
く自分のサッカーが出来なくて、まあ壁っていう
んですかね、だんだん自信も無くなっていって。
今までサッカーがあっての自分で、こう生活し
ていたというのがあるんですよ。サッカーがうま
くいってて、サッカーで自分が形成されている
部分があるんですね、立ち位置というか。その
立場で人が上になっていくということを今まで
実感してきたから、サッカーがダメになったとき
に、どうすればいいのかわからなくなって。（中
略）今まで人に媚びたことなんてないのに、『俺
が送りましょうか』とか、『これ持っていきましょ
うか』とか、そんなことばっかりしてて自分が嫌
になったんです。こんな自分ならサッカー辞めて、
人としてあるべき姿であったほうがいいんじゃな
いかと思って。で、サッカー辞めたんです。」チー
ムからは翌年の契約を提示されるが、その際に
本人から退団の意思を直接伝えたようである。
後に何度も口にするが、この当時のことを「一
回死んだ」と表現するように、サッカー選手と
してグラウンド上で満足のいく結果が出すこと
が出来ない自分自身に対する不満、極端に強い
否定的な自己評価を経験したようである。
　その後、移籍し4年半所属することになるが、
2年目からは公式戦での出場機会も増え、結果
も出すことになった。当時のことを「ただひたす
らサッカーやってただけです、充実したとかそん
な感じではないですね」と控えめに振り返って
いる印象であった。
〈海外移籍のきっかけと移籍後の時期〉
　Cチーム在籍時に大きなライフイベントがあ
り、海外移籍を考え始めたようである。
　「○○の後、海外に行きたいというのはすご
くありましたね。それまではまったく海外でやり
たいと思っていなかったんで。（中略）俺、色ん
な気持ちがありましたよ、海外行ってる奴らが
メディアにフォー カスされる羨ましさも正直ある
し、あと自分の場合はサッカー4の生活が6な
んですよ。プライオリティとしては、海外に住み
たいというのが6割と強くて、その次がサッカー。
だからサッカ しーながら海外に住めるというのが
どんなに幸せなことかと。住むことに対する興
味がすごくあったんで。」結果的に、いくつかの
理由でDチームへの移籍を決断するに至る。
　海外移籍前後の不安などについては、「まっ
たく無い、ワクワクしかない」と語っている。また、
言葉については、「こっちにいれば喋れるように
なるよって、人が言ってたんで、まったく勉強し
てなくて。全然喋れなくて、嘘じゃんって。それ
から教科書買って、すごい勉強して、家庭教師
もつけて。」と、多少の不都合はあったようであ
るが、本人の叙述から悲壮感は感じられない。
以下、考察等に関しては平成27年度に論文と
して掲載予定である。
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